
吉野町

奈良県フォレスターの取組



自己紹介・フォレスター制度

経歴

吉野町暮らし環境整備課

農林振興室 主査 森本 祐太郎

• 2009～
奈良市役所 事務職として勤務

• 2020～
奈良県庁に入庁（森林管理職）
フォレスターアカデミー研修

• 2023～
県フォレスターとして吉野町派遣

【行政（市町村）】
奈良県
フォレスター

【現 場】
森林組合
林業会社

卒業後

森林作業員学科 1年制

フォレスター学科 2年制

卒
業
後

一般学生

現場作業

計画支援

森林管理職

地域の森林管理



フォレスターアカデミーでの教育

◆林業技術 ◆ICT関連 ◆森林生態等

• チェンソー講習

• 林業機械操作

• 道づくり

• 架線搬出

• 測量基礎

• ドローン操作

• 森林GISの活用

• 森林情報のデータ化

• 植物

• 動物

• 生態系

• 地質

想像以上に
アカデミック
な内容もあり
ました。



吉野町での一年間の取り組み

◆森林・土地情報の一元化 地図情報システムへの取り込み

規制エリア 施業履歴・路網



◆森林情報の整備状況（R6.2.13時点）

【山林面積】

7872.2 ha （町：9,565ha）

【管理状況】

■森林地番参考図

1642.8ha

■測量図面のある区域

2382.2 ha

➣ 51.1%

＠4025.0/7872.2



◆整備計画

【整備予定】

■森林地番参考図

R6：1,500ha

➢約70%

R7~8：1,700ha

➢完了予定

【地番参考図について】

・地役・地上権の情報集約

・参考となる地番を図上で

表現できる



◆情報の活用 ～意向調査の状況～

■調査済みエリア

約1,000ha

■回収率

R3…約7割

R4…約6割

■今後

1000～1500ha/年



◆森林情報の活用状況（意向調査）

回収

75%

未回収

25%

回収 未回収

①自身で管理

②管理を任せている

12%

③管理を頼みたい

④わからない

11%

⑤その他

1%



◆意向調査と公共事業の状況

【活用状況】

公共事業（黄色枠）

放置林間伐（切捨）

【課題・今後】

面的な整備

↓

面的かつ質的に必要性

を見極めた整備

↓

現地踏査が必要



吉野町での一年間の取り組み

◆現地調査 －崩壊地のオルソモザイク化－

R2撮影 R5撮影



吉野町での一年間の取り組み

◆解析情報の確認 ～寝返り林分の危険性、路網排水の重要性～

微地形図（R2） 赤色立体図（R2）



今後の課題 ～境界明確化について～

◆行政として「どのような基準」で森林管理に介入するか。

「所有者の意思」を確認し、地形や保全対象の関係性などから指標を持つ必要がある

保全対象あり

谷地形

施業履歴の多い森林 施業履歴が少ないが保全対象に近い森林



今後の課題

◆情報を集約した先の森林管理（間伐・林相転換）を考える

「順応的な管理」が必要 → そのために様々な次元の情報を集約・蓄積

集水域的にとらえる 水の取口など生活にかかせないモノとの関係性


